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昨年８月、私は中国を訪

問する機会を得、湖南省東

洞庭湖と香港マイポ自然保

護区でのカワウ事情を見て

きました。

長江流域にある東洞庭湖

は、カリガネ（ガンの仲間）

をはじめとする多くの水鳥

の越冬地として知られてい

ます。ここでは、鵜飼のカ

ワウと出会うことができま

した。お会いした漁師さん

は、夏は漁網、冬は鵜飼で

魚を捕るのだと教えてくれ

ました。

一方マイポ自然保護区

は、マングローブ林と干潟、

そして基囲（ゲイワイ）と

呼ばれる伝統的なエビ養殖

場が広がる汽水域です。シ

ギ・チドリ類やクロツラヘ

ラサギなどの水鳥が、ここ

を越冬地や中継地として利

用します。その一方で、最

近ではカワウによる養魚池

の食害が懸念され始めまし

た。そのため、池にひもを

張ったり、安価なティラピ

アを集めてカワウ専用の餌

場を作ったりして、より高

価な魚の食害を防ぐ工夫が

なされていました。

日本とはひとあじ違った

カワウや水鳥との関わりか

たは、琵琶湖での鳥と人と

の関わりを見つめ直す良い

機会となりました。
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Ｂ展示室は、人と琵琶湖の歴史を紹介する部屋です。今日まで続いている琵琶湖と人間とのかかわりの歴
史を展示しています。今回は意外な見所を展示交流員さんに聞いてみました。

東洞庭湖の鵜飼のカワウ。中国では
鵜飼にカワウを使う。十数羽のカワ
ウが、湖岸にある漁師の家の庭先で
休んでいた。
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Ｂ展示室には粟津貝塚や丸
子船のような大きな展示が多
い様ですが、見落としがちな
面白い展示はありますか。

「粟津貝塚」の展示では、
現在では見られなくなった４
㎝もある大きなセタシジミを
食料としていた縄文人の姿を
想像していただくことができ
ます。実は、ここには当時の
人々のうんこ（糞石）も小さ
な箱のなかに展示されていま
す。

丸子船についてはどうですか。

丸子船はこの展示室の中で
年配の来館者の方々ともっと
も昔話に花が咲くコーナーに
なっています。でも以外と知
られていないのは丸子船の上
方にあるお祭りの大型映像を
見るには、丸子船周囲の石段
（船着き場？）に腰を下ろす

といちばん良いように作って
あることです。そこでゆっく
りと腰を下ろして見ていただ
くと、迫力ある映像を楽しん
でいただけると思います。

旧長浜駅舎の扉が開くと聞
きましたが。

そうです。復元した駅舎の

一番奥にある茶色い扉を開い
ていただくと、出港する観光
船を見送ることができる仕掛
けになっています。大人の方
は気づかれないことが多いの
ですが、好奇心の強いお子さ
んは必ず開けていかれるよう
です。糞石

丸子船

旧長浜駅舎の扉

麦わらでできたホタルのかごを手
にした筆者
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